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　平成5年度は言語センターにとって器が見えてきた年として記憶にとどまることだろう。景気
刺激策として補正予算が組まれ，視聴覚教育施設に従来型ランゲージラボラトリーと巷間で話題
のCAI（コンピューター支援教育施設）の更新と新設が認められたからであり，年度末完成を目
指し現在工事たけなわである。しかしこれも，仕様策定から入札時の技術審査そしてその後の工
程管理にわたる前センター長永原教授と霜羅教授の献身的なご尽力がなければ到底実現不可能
だっただろう。改めてお二人には深く感謝する次第である。そして，仕様策定委員会および技術
審査に加わっていただいた諸先生並びに施設課と会計課の関係職員諸氏にもお礼申し上げておき
たい。CAIの稼働は視聴覚教育施設に単に語学教育にとどまらない大きな汎用性をもたらすもの
で，全学的な対応と意欲的な試みとを是非お願いしたい。
　さてセンターでの人の動きを見ておくと，短期大学部からセンターの個別言語部門英語系へと
長年にわたり本学の英語教育に尽くされ，フォークナー研究でも国際的な業績を残された菊池昭
教授が平成5年3月末をもって定年退官され，名誉教授の称号を授与された。あらためてそのご
業績を称えるとともにご健康をお祈りしたい。そして菊池教授の後任として平成5年！0月1日付
けで吉田直希講師が着任された。また学生臨時増募に伴う教官定員枠の返還が一年猶予されたた
め，個別言語部門ロシア語系アレクサンドル・スペヴァコフスキー助教授が公募審査を経て平成
6年4月より改めて採用される運びとなった。同助教授に平成5年3月ロシア歴史民族アカデ
ミーより博士号が授与されたことも大きなニュースである。
　学生の夏期短期語学海外研修制度が緑丘会助成金から奨励金の援助を受け正式にスタートした
ことも喜ばしいことであった。この事業は平成6年度にはさらに充実した形で展開される見込み
であるが，奨励金の選考システムや基準，ガイダンスのあり方等検討課題も多く，実施態勢全般
についてさらに議論を重ねてゆく必要があるように思われる。加えて学生交換協定の締結が相次
いでおり，従来の大学院生や研究生にとどまらず学部の留学生を迎えることとなり，さらなる日
本語教育態勢整備が要請されてきている。本センターに設けられている日本語教育委員会と学生
部との協力で着々と準備進行中であるが，国際化が確実に深まりつつあることを実感させられる。
　教官の海外研修も活発であった。大島稔教授（英語系）は7月23日から9月19日にかけて文
部省科学研究費補助金を受けた国際学術研究「北アメリカ北西部原住民（エスキモーとインディ
アン）の言語学的調査」の研究分担者として米国アラスカ州にてアリュート語調査にあたられ，
さらに10月18日から11月26E｝にかけては同じく「カムチャッカ半島民族芸能調査／コリヤク
族の伝承芸能」の研究分担者としてロシア連邦カムチャッカにおいてコリヤクの民族芸能と言語
調査にあたられた。大塚譲助教授（ドイツ語系）は7月25日から8月29日にかけ，まずはドイ
ツ連邦共和国ライプチッヒの世界ドイツ語教師会議に参加され「日本の対外的言語政策と異質な
るもの一ドイツ語教育を手がかりに」との題目で発表講演をなさり，その後同国ミュンヘンで資
料収集およびTAMDMにて語学教授法を視察された。津曲敏郎助教授（英語系）は7月14日よ
り8月6日にかけ中華人民共和国北京市，ハルビン市，ハイラル市にて中国北方少数民族の言語
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文化に関する調査研究に従事された。斐岬助教授（中国語系）は7月28日から8月27日にかけ
中華入民共和国にて中国における中国語教育と日本語教育に関する資料収集と調査のため，北京
図書館，北京外国語学院，北京国際関係学院，南京大学，同師範大学などを回られた。
　目を地域社会との関わりに転じてみると，まずは懸案の本センター外国人教官による外国語公
開講座が本年度，英語はダイアン・カマラータ＝チャールズワース先生，ロシア語はスペヴァコ
フスキー助教授（ロシア語系）にお願いし前後期2期に分けて開かれ，盛況であった。来年度は
さらに外国人教官による中国語公開講座とならんでセンターのスタッフ分担による日本語教授法
に関する公開講座が予定されている。しかしこの分野で本年度最大の収穫は，小樽商科大学国際
先住民年記念講演会「北方先住民の過去と現在」が北海道新聞社の後援を得て成功裡に開催され
たことである。内容については本号の講演録を参照していただくとして，本講演会には永原前セ
ンター長を実行委員長として本センターの北方研究に従事されている教宮が熱心に準備に当たら
れた。記念すべき年に本学言語センターとして最大限の対応をなし得たことは，スタッフの異文
化への関心の高さと広さを示すものと言えるだろう。
　最後に，カリキュラム改革，自己評価等センターを取り巻く環境は目まぐるしく変化しつつあ
る。センターのスタッフの皆さんには，学生の語学能力の底上げと付加価値を高めるカリキュラ
ムの提供を当面の課題としつつ，「バランスのとれた語学能力の開発」という目標理念の実現と，
共同研究テーマである「コミュニケーションギャップの基礎的研究」の推進に向け一層のご協力
をお願いしたい。
　なお昨年3月の本誌創刊以後，次の出版物がセンターから刊行されたので付記しておく。
　1．ポンサ　K．キレ著／佐々木史郎・匹田剛・津藤敏郎編訳解ナーナイの民族遊戯』（ツングー
　　ス言語文化論集2），小樽商科大学言語センター，1993年3月
　2．津曲敏郎編『朝克著「エウンキ語基礎語彙集」索引』（ツングース言語文化論集3），小樽
　　商科大学言語センター，1993年6月
　3．風間伸次郎採録・訳注窪ナーナイ語テキスト』（ツングース言語文化論集4），小樽商科大
　　学部語センター，1993年7月
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